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地理空間情報活用に関する取組

令和５年２月

近畿地方整備局

準天頂衛星
（みちびき）

i-Constructionの取組

○建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す
○測量から設計、施工、維持管理に至る建設プロセス全体を3次元データで繋ぎ、新技術、新工法、新材
料の導入、利活用を加速化するとともに、国際標準化の動きと連携

ドローン・レーザースキャナや
準天頂衛星システム(みちびき)を
活用し、効率化、高密度化した
面的な3次元測量

3次元モデルによる可視化と
手戻り防止、4D(時間)、5D(コスト)
による施工計画の効率化

ICT施工の工種拡大、
3次元データに基づく施工、
デジタルデータ活用による
新技術の導入拡大等

ロボットやセンサーによる
管理状況のデジタルデータ化、
3次元点検データによる可視化

測量 設計

施工維持管理

建設プロセス全体を3次元データで繋ぐ

社会への実装 バーチャルシティによる
空間利活用

ロボット、AI技術の開発 自動運転に活用できる
デジタル基盤地図の作成

国際標準化の動きと連携

主 桁

横 桁

検査路

横 構

機器活用による測量 2次元図面による設計

人手が必須な点検作業 労働力を主体とした施工

測量 設計

施工維持管理

ドローン
GPS

3Dデータ
VR

自動化
ビックデータ

ロボット
AI

従来手法
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インフラ分野のＤＸの概要
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生産性革命のエンジン、ＢＩＭ/ＣＩＭ

○BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, 
Management）とは、計画・調査・設計段階から３次元モデルを導入し、その後
の施工、維持管理の各段階においても、情報を充実させながらこれを活用し、あわ
せて事業全体にわたる関係者間で情報を共有することにより、一連の建設生産シス
テムにおける受発注者双方の業務効率化・高度化を図るもの

３Ｄモデル

属性情報

（発注者）

（発注者）

３次元モデル
（設計レベル）

３次元モデル
（施工レベル）

３次元モデル
（管理レベル）

３次元モデル
（施工完了レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）
・違算の防止

・工事数量算出（ロット割）
の効率化

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地取り
付け等）・干渉チェック、設計ミスの削減

・構造計算、解析
・概算コスト比較
・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ等）
との連動

・施工情報（位置、規格、出
来形・品質、数量）
・維持管理用機器の設定・施設管理の効率化・高度化

・リアルタイム変状監視

・干渉チェック、手戻りの削減
・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する方が
効率的なデータは概略とす
る）

・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

施工（完成時）

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
・安全の向上
・設計変更の効率化

・完成データの精緻化・高度化

維持・管理

調査・測量・設計

（発注者）

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【得られる効果】

【得られる効果】
【得られる効果】

・時間軸（４Ｄ）

【追加するデータ】

施工中

３次元モデルの連携・段階的構築

施工（着手前）
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ＤＸを進めるための人材育成の取組
～「近畿インフラＤＸ推進センター」を令和３年４月１日設立～
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○災害発生時に提供される膨大な情報を集約し、Web地図上に統合表示することで、被害
情報をより分かりやすく把握・共有できる今までにない新しいシステム。

○震源・震度情報、防災ヘリ撮影画像、TEC-FORCEからの被害情報等を地図上に表示し、
災害情報を迅速に把握すると共に、被害の全体像を把握することが可能。

5

被害報 等被害報 等

・ヘリサットによる空中撮影画像
・TEC-FORCEからの被害状況報告
・指示伝達事項の共有

統合災害情報システム

防災ヘリ

・基盤地図情報
・重要施設の基本情報（避難施設 等）
・浸水想定区域 等

データの事前準備

避難施設 防災センター市町村役場

①基礎データの内蔵 （基礎情報の把握）

②気象情報、被害報 （被害の全体像把握）

・気象情報（震源・震度情報）
・レーダ雨量
・インフラ施設被害、運休区間 等

③リアルタイム情報 （迅速に把握）

被災状況等を集約

基盤地図情報基盤地図情報

浸水想定区域

震度情報震度情報

震源・震度 ﾚｰﾀﾞ雨量

防災ヘリ防災ヘリ

現地情報 等現地情報 等

TEC-FORCE報告

事前情報事前情報
被害報等から、被害の被害報等から、被害の
全体像を把握

ヘリサット画像などにより、ヘリサット画像などにより、
災害情報を迅速に把握

現地からの状況報告、オペレーション現地からの状況報告、オペレーション
時の連絡手段として活用

現地からの
被害状況報告

被害報

DiMAPS(統合災害情報システム)の概要
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ＤｉＭＡＰＳの活用（令和元年6月大雨 九州南部へのTEC派遣時）

■ GPS機能付きカメラ、携帯型GPSを活用した調査を実施。

■ DiMAPSへGPSロガー記録や被災状況写真を登録。

TEC-FORCEの活動状況について

ICT活用した調査（DiMAPSに登録した
画像やGPS軌跡の確認）

凡例

写真画像

GPS軌跡

【ICT活用効果】

○携帯型GPSを活用し、現在地の情報が容易に把握
でき、活動がスムーズに実施できた。

○GPSロガー記録や被災状況写真をDiMAPSに登録し、
活動状況や被災箇所の情報共有が容易になった。

災害対策室の大型モニターにDiMAPSを表示
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滋賀県における地理空間
情報の利活用について

滋賀県 土木交通部 技術管理課

積算業務における利活用1/2
建設物価調査会のWeb建設物価mapサービスを用いた、

現場～産廃処分場のルート検索（20施設の運搬距離一括検索）

大型車を指定したルート検索や、DID地区の通行判定も可能

地図上に処分場の位置
データや処分単価データ
を登録しておく

一括検索により積算条件
として必要な運搬距離等
の情報が取得可能

出典：（一財）建設物価調査会提供資料



積算業務における利活用2/2
ルート検索結果と各処分場の処分単価から、経済的に最も有利
な処分場を選定

積算システムとの連携により、システム内の運搬歩掛データ、
単価データによる経済比較機能を検討中

産廃処分先選定に係る
業務効率化

出典：（一財）建設物価調査会提供資料

三次元データを活用した
河川管内図の試行

〔主な機能〕

・オルソ画像と台帳付図を重ねシームレスに閲覧

・任意の側線において断面図の作成・表示

・異なる時期の地形データを重ね差分を解析

〔主な活用用途〕

・堤防や河道の状態把握、差分解析による河床高確認
や土量算出、工事情報・官民境界の共有

・R４試行し他河川への展開方法も検討

データ表示はイメージです。
（出典：関東地方整備局・中国地方整備局）

距離計測・横断図作成

環境基図水深分布図点群表示

試行箇所（1級河川大戸川）



スマートフォンを活用した
簡易路面劣化診断

〔導入効果〕

・道路点検作業の省力化

日常の道路パトロールによりデータ蓄積が可能

・補修箇所選定の精度向上

路線図から路面の劣化状況が相対的に確認可能

・路面状況の継続的なモニタリング可能

〔導入実績〕

・Ｒ２，Ｒ３年度、各２か月間パトロールに活用

・効率的な補修箇所選定に役立っている

劣化状況を
路線図で確認可能

報告書（日誌）
の自動作成可能

（サービス名） 富士通㈱ 『道路パトロール支援サービス』



京都府道路情報管理・提供
システムの改修について

令和５年２月

京都府建設交通部道路管理課

地理空間情報活用推進に関する近畿地区産学官連携協議会 第９回総会

1

改修の背景

ＯＳのサポート期限切れが迫っているとともに、スマートフォンに対応
しておらず、操作性が悪い。

平成３０年度の７月豪雨や台風２１号、令和元年度の台風１９号など、
通行規制を伴う災害が多発し、情報発信の強化が急務。

京都府総合防災情報システム（令和３年度運用開始）の構築にあわ
せた本システムの改修により、必要な情報について連携が可能。

道路通行規制情報の発信機能を強化し、
避難行動・災害対応を円滑化

（令和４年４月から段階的にリニューアルを実施）

京都府管理道路の通行規制状況を管理・発信する
システムとして平成１７年度に構築（平成２２年度に更新）
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改修方針

道路情報管理と情報提供・配信の多様性

• 道路管理情報を一元化し、詳細情報を迅速に共有
• スマホサイトの提供により、閲覧性・操作性を向上

GIS地図導入による操作性の向上

• 国交省や地方自治体の道路管理、防災系システムでも多く使
われている国土地理院地図を採用し、マウス操作で拡大縮小、
スクロールをはじめ容易なシステム操作を実現

道路利用者への多様な情報伝達手段の提供と操作性向上

3

改修方針

京都府総合防災情報システムとの連携

• 京都府総合防災情報システムと連携し、通行規制情報を関係
機関へ発信することによる避難行動・災害対応支援を円滑化。

京都府河川防災情報システムとの連携

• 京都府河川防災情報システムと連携し、雨量情報を取得する
ことで、異常気象時通行規制区間に対して、事前に情報発信
し、避難行動を促進。

他システムとの連携による避難行動・災害対応支援の円滑化
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改修方針

広域の道路情報の連携

• 近畿地方整備局及び隣接府県の一部と連携することにより、
本府と相互に道路情報を共有し、安全な道路利用を促し、広
域的な避難行動を支援。

高い汎用性・信頼性・耐災害性

• 優れた耐災害性のクラウド基盤を採用し、信頼性の高いシス
テム構成を実現

• 災害発生時等の利用者アクセス集中時には、集中度合いに
合わせ、一般提供サイトのサーバを自動的に増設。

近隣自治体との情報連携による道路災害情報の発信

災害に強いクラウド基盤の採用

5

システム概要図
個別業務機能 共通機能 一般提供機能

通行規制通知

データ連携

道路気象情報

通行規制情報

路面監視カメラ画像道路気象情報

通行規制情報

路面監視カメラ画像

通行規制情報

積雪情報

路面監視カメラ画像

総合防災情報システム

近隣府県の道路システム

雨量情報

河川防災情報システム

通行規制情報路面監視カメラ画像道路気象情報

Web-GIS
データベース

追加機能

インターネット

登録

追加機能 従来機能
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追加機能①
ＧＩＳ地図による操作性向上【R4.4～】

改修前 改修後

課題①
上下左右の移動や縮尺変更をクリック
で行う必要があり、操作性が悪い。

機能向上①
マウスのドラッグ・スクロールで、地図の
移動や拡大・縮小が可能となり、操作性
が向上。

最大縮尺

課題②
最大縮尺でも地図が荒く、規制箇所
の詳細な位置がわかりにくい。

機能向上②
自由な拡大・縮小が可能で、規制箇所の
詳細が容易に把握可能。

7

追加機能②
雨量情報と連携した異常気象時通行規制区間の表示

【R4.6～】

京都府河川防災情報システムの雨量情報と連携して、連続雨量による通行規制
区間の雨量状況を情報提供

河川防災情報システム（雨量状況図） 道路情報管理・提供システム

雨量情報

随時連携

通常
通行注意
雨量超過

通行止
雨量超過

※傘マークにマウスオー
バーすると、当該区間の
雨量データも確認可能
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追加機能③
広域道路情報の連携【R4.12～（一部R4.6～）】

福井県や滋賀県等と
通行規制情報を相互連携（通年）

【凡例】

京都府登録
通行規制情報

福井県登録
通行規制情報

9

追加機能③
広域道路情報の連携【R4.12～】

福井県や滋賀県と道路情報（通行
規制情報や気象情報）を相互連携
福井県や滋賀県等とカメラ情報や
気象情報を相互連携（冬期のみ）
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追加機能④
スマホサイトの構築【R4.4～】

パソコン版
https://dobokubousai.pref.kyoto.jp/pc/

スマホ版
https://dobokubousai.pref.kyoto.jp/sp/

パソコン版・スマホ版共通２次元バーコード
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© 2023 兵庫県土木部 技術企画課

社会基盤施設総合管理システム
～兵庫県における地理空間情報活用の取組み事例～

兵庫県 土木部 技術企画課

HYOGO 
PREFECTURE

地理空間情報活用推進に関する近畿地区産学官連携協議会 第9回総会

P-2 © 2023 兵庫県土木部技術企画課

・施設の情報、点検データ、修繕・更新履歴等を一元的に蓄積・管理

・確実な日常維持管理や、老朽化対策の計画策定に活用

『社会基盤施設総合管理システム』の開発
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社会基盤施設総合管理システムの概要

社会基盤施設総合管理システムは以下の５つのシステムとモバイル版で構成

P-4 © 2023 兵庫県土木部技術企画課

地理情報システムの概要

施設情報や維持管理情報を、GIS上で閲覧・蓄積することが可能

施設の位置情報等の蓄積・閲覧

利用者 蓄 積

閲 覧

地図上からも
施設情報を閲覧

●：橋梁

●：トンネル

自 [ ] [ ]

[ ] 至 [ ] [ ]
所在地トンネル名

ｷﾖﾐｽﾞｻﾞｶ
路線名

(主）丹波加美線

トンネル台帳

インフラコード 0103001015 トンネルコード 1015

改訂年月日

丹波市氷上町三原 県民局 北播磨県民局 調整年月日

標準断面図（B断面）

平成25年12月20日

清水坂トンネル 多可郡多可町加美区清水 事務所 加東土木事務所
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地理情報システムのレイヤ構成

レイヤ構成一覧

レイヤグループ名 レイヤ内容 閲覧
図形編集

県庁 事務所

基本図 市町界・事務所界・土地利用基本図など ※1 ○ × ×

公共施設 市役所・町役場・学校・病院・福祉施設など ※1 ○ × ×

管内図データ 土木事務所・道路・河川など ○ × ×

防災 観測所・浸水想定区域・土石流危険渓流など ※2 ○ × ×

建設副産物処理施設 建設副産物処理施設 ○ × ×

社会基盤施設 橋梁・トンネル・排水機場・港湾施設など ○ × ×

要望・苦情 事務所毎の要望・苦情の位置 ○ ○ ○

箇所図（会検、災害） 会検、災害の箇所図 ○ ○ ○

写真保存 災害・広報写真の保存 ○ ○ ○

○○課 県庁事業課 帳票レイヤ・自由作成レイヤ ○ ○※3 ×

○○土木事務所 土木事務所 帳票レイヤ・自由作成レイヤ ○ × ○※3

※1．国土地理院ＨＰ参照（適宜更新）
※2．兵庫県ＣＧﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ参照（1回/年程度更新）
※3．所属する課・事務所のみ
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レイヤの操作

国土地理院の基盤地図と航空写真が表示できます。

国土地理院基盤地図と航空写真の表示

背景図レイヤグループの
民間地図を非表示にし、
基盤地図を右クリック→表示をクリック

背景図レイヤグループの
民間地図を非表示にし、
航空写真を右クリック→表示をクリック
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施設台帳システムの概要

施設台帳 法定台帳

点検台帳 関連資料

利用者

位置情報

契約情報
登録・修正

閲 覧

施設一覧

施設台帳や点検台帳等のデータが保管されており、利用者は各台帳を閲覧・登録・修正が可能

24種類の施設情報を一元管理

検 索

工事・点検現場

閲 覧 利用者
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地元住民からの要望・苦情の内容を蓄積し、日常維持管理業務の効率化を支援

要望・苦情管理システムの概要

要望・苦情の内容、位置情報を蓄積

内容入力画面地元住民

連絡

帳
票
出
力

位
置
情
報
登
録

現場で入力

利用者

利用者

写真入力画面

対応履歴入力画面

事務所で入力
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写真保存システムの概要

災害写真、広報写真等を撮影位置でレイヤ毎に蓄積

災害現場A

パトロール現場B

広報写真

（容易に登録可能なシステムを構築）

事務所で瞬時
に把握
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老朽化対策の計画、対策工事の内容検討において、過去の点検結果や補修工事
の履歴・類似施設の事例を検索

日常業務での活用事例１（施設情報の検索・閲覧・出力）

工事番号を元に別途「電子納品・保管管
理システム」で成果品を閲覧可能

工事履歴の閲覧

類似施設の検索

施設一覧の出力

共通：インフラメンテナンス10箇年計画の指標 等

橋梁：橋長、最大支間長、建設年次 等

トンネル：延長、換気方式、設計年次 等

の条件で検索し、点検結果や修繕履歴を閲覧

施設情報をCSV出力・加工し
て資料作成

点検結果を確認

設計や工事の発注前に施
設の損傷状況を確認

No. 分野名 施設名称 河川路線名 市町名 建設年度 経過年数 評価指標

33 海岸 高砂排水機場 東播磨港 高砂市 1972 43 掲載なし

34 海岸 大江島排水機場 姫路港 姫路市 1974 41 一部B

35 海岸 湊排水機場 湊港 南あわじ市 1974 41 一部A

36 海岸 的形排水機場 姫路港 姫路市 1975 40 一部B

37 海岸 東浜第3排水機場 尼崎西宮芦屋港 尼崎市 1987 28 一部B

38 海岸 由良第1排水機場 由良港 洲本市 1988 27 一部B

39 海岸 福良第1排水機場 福良港 南あわじ市 1988 27 一部B

40 海岸 福良第2排水機場 福良港 南あわじ市 1989 26 一部B

41 海岸 東浜第2排水機場 尼崎西宮芦屋港 尼崎市 1991 24 一部B

42 海岸 由良第2排水機場 由良港 洲本市 1994 21 一部B

43 海岸 由良第3排水機場 由良港 洲本市 2003 12 一部B

44 海岸 旭排水機場 相生港 相生市 2005 10 一部B

45 海岸 福良第3排水機場 福良港 南あわじ市 2005 10 一部B

46 海岸 江井第2排水機場 江井港 淡路市 2009 6 C

47 海岸 江井第1排水機場 江井港 淡路市 2010 5 C

48 海岸 宮排水機場 姫路港 姫路市 2013 2 掲載なし

49 海岸 東浜第1排水機場 尼崎西宮芦屋港 尼崎市 2014 1 －
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砂防堰堤、治山堰堤、土砂災害警戒区域、保安林のレイヤを重ね合
せることで、渓流の整備状況の確認が可能

▼ 砂防堰堤

▼ 治山堰堤

土砂災害警戒
区域（土石流）

保安林

日常業務での活用事例２（レイヤの重ね合せ）

えん堤が未整備の渓流
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工事現場を入力すれば、周辺にある複数の建設副産物処理施設までの距離を同時に
検索することが可能

DID地区（人口集中地区）

レイヤを重ね合わせることで、

更に積算が省力化

ルート検索結果をCSV出力

DID地区等通過も判定可

積算システムでCSVを読取り

運搬費、処分量を瞬時に比較

日常業務での活用事例３（複数ルート検索）

処分地１
処分地２

処分地３

処分地４

処分地６

処分地５

工事現場

凡例

DID地区（人口集中地区）

処分地までのルート

処分地までの最短ルート


